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このたび ,４月１日付けで工業技術センター所

長に就任しました安藤浩毅です。よろしくお願い

します。 

近年の世界的な半導体需要の増加等に伴い，

九州圏内で半導体関連企業の大型投資が相次

いで決定しています。 

 そのような中，令和４年３月，県の「かごしま未

来創造ビジョン」が改訂され，その柱の一つに，

「企業の『稼ぐ力』の向上」として，「生産性と付加

価値の向上による産業競争力の強化」に関する

施策が掲げられ，「研究開発や生産性向上の取組

による付加価値の創出・向上」や「デジタル技術

の導入やカーボンニュートラルの実現によるもの

づくり基盤の強化」が示されました。 

 当センターでは，県の施策及び「かごしま製造

業振興方針」に基づき，令和４年度に改定された

中期業務計画 （期間 ：令和４～８年 ）のもと，

「技術支援」と「研究開発」に取り組んでおります。 

 具体的には，①｢企業ニーズに基づく技術支

援｣，②｢技術シーズの橋渡しによる県内産業の振

興｣，③｢多様な連携によるものづくり支援｣の３つ

の業務を柱とし，工業技術に関する支援機関とし

て，「技術支援」と「研究開発」の両輪で業務を推

進しております。 

 技術支援については，技術相談や依頼試験・設

備使用，人材育成，情報提供など迅速かつ丁寧

な対応を心掛け，利用者の皆様の満足度を高

め，利用拡大に努めているところです。 

 研究開発では，その方向性を「地域資源付加

価値創出」及び，「ものづくり基盤技術高度化」に

定めて実施し，カーボンニュートラルの実現に向

けた新技術の研究開発や，伝統工芸と新技術を

組み合わせた新商品開発，DX（デジタルトランス

フォーメーション）による県内ものづくり企業の新

産業分野への参入を支援する，ものづくり基盤の

強化を図っているところです。 

 昨年度は，県単独事業として18件の研究テー

マに取組みました。また，共同研究・受託研究に

ついては，提案公募型受託研究８件を含む28件

を実施しました。研究成果として，5件の特許を

出願し，現在県内外企業と14件の特許実施契約

を締結しています。今後も大学等の研究機関や

産業支援機関，各種業界団体等とも緊密に連携

しながら，企業が有する強みを生かした研究開

発，製品開発等の支援を行って参ります。 

 昨年度は，シラス関係では火山ガラス微粉末を

活用したコンクリート二次製品が県の公共事業に

採用され，また焼酎関係では伝統的酒造りがユ

ネスコ無形文化遺産に登録されるなど，技術の

継承と持続的発展の重要性を改めて感じたとこ

ろです。 

 当センターは，前身である工業試験場が大正12

年（１９２３年）に創立されてから102周年，昭和

62年（1987年）の工業技術センター開所から38

年目を迎えます。地域企業の『稼ぐ力』を技術で支

える試験研究機関として，また技術の拠りどころと

して職員一同で取り組む所存ですので，これから

もより一層のご利用をよろしくお願いします。 

 

《職員》 

所    長  安藤  浩毅 

副 所 長  松永  一彦 

研究主幹  尾前  宏  

参 事 付 桑原田  聡 

 

庶務部 

部長（兼）総務課長  梶原  健一 

主   査  飯田  耕次 

〃 中間庭  綾子
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